
第１２号議案                            

   足立区障がい者福祉手当条例の一部を改正する条例       

 上記の議案を提出する。                     

  平成３１年２月２０日                     

            提出者 足立区長  近 藤 弥 生    

 

   足立区障がい者福祉手当条例の一部を改正する条例 

 足立区障がい者福祉手当条例（昭和４９年足立区条例第３１号）の一

部を次のように改正する。 

 第３条第１号中「第２号（次号」を「同表第３号（第３号」に、「第４

号」を「同表第５号」に改め、同条第２号中「のうち、身体の障がいの

程度が３級のもの」を削り、同条第３号中「者」の次に「のうち、身体

の障がいの程度が３級のもの及び同表第４号に該当する者」を加える。 

 別表第１号を次のように改める。 

 １ 東京都愛の手帳交付要綱（昭和４２年３月２０日４２民児精発第

５８号）第５条第２項の規定により愛の手帳の交付を受けている者

のうち同要綱第６条第３号に定める知的障害の程度が１度から３度

までであるもの 

 別表中第４号を第５号とし、第３号を第４号とし、第２号を第３号と

し、第１号の次に次の１号を加える。 

 ２ 東京都愛の手帳交付要綱第５条第２項の規定により愛の手帳の交

付を受けている者のうち同要綱第６条第３号に定める知的障害の程

度が４度であるもの 

   付 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、平成３１年４月１日から施行する。 

 （準備行為） 

２ この条例による改正後の足立区障がい者福祉手当条例（以下「新条



例」という。）第３条第２号に規定する手当（以下「手当」という。）

の支給に必要な準備行為は、この条例の施行の日前においても行うこ

とができる。 

 （経過措置） 

３ 新条例第３条及び別表の規定は、平成３１年４月以後の月分の手当

の支給について適用し、同年３月以前の月分の手当の支給については、

なお従前の例による。 

４ 平成３１年４月１日前に新条例第３条第２号に掲げる者であって、

平成３２年３月３１日までに手当の受給資格の認定の申請（以下「申

請」という。）をした者については、平成３１年４月１日に申請があっ

たものとみなす。 

 

 （提案理由） 

 障がい者福祉手当の支給要件を改定する必要があるので、この条例案

を提出いたします。 


